
こ
う
ほ
う

２．15
No.1351

佐
倉
2021（令和 3）年

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
情
報
…
…
…
２

事
業
者
の
か
た
向
け
支
援
情
報
…
…
…
…
…
…
…
３

平
常
時
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
作
成
…
…
…
…
４

避
難
所
の
開
設
・
混
雑
情
報
が
確
認
で
き
ま
す
…
５

B

・B

・BASE　
　
　
　
　
　
　
モ
ニ
タ
ー
ラ
イ
ド
 …
８

問
い
合
わ
せ　

文
化
課
☎（
４
８
４
）６
１
９
２

上空から見た臼井城址公園

印旛沼

宿内公園（臼井田宿内砦跡）

臼井城址公園

上杉謙信（1530 -1578 年）

　

謙
信
は
、
内
乱
続
き
の
越
後
（
新
潟
県
）
を
若
く
し
て
統
一
し
、
軍

神
や
「
越
後
の
龍
」
な
ど
と
称
さ
れ
、
現
在
も
非
常
に
人
気
の
高
い
戦

国
武
将
の
ひ
と
り
で
す 

。
越
後
を
統
一
し
た
後
、
関
東
へ
の
進
出
を
図

り
小
田
原
の
北
条
氏
と
対
立
し
、
本
拠
地
で
あ
る
小
田
原
城
を
攻
め
る

な
ど
、
た
び
た
び
関
東
へ
出
兵
し
ま
し
た
。

●
戦
国
時
代
の
臼
井
城

　

一
方
、
こ
の
頃
の
臼
井
城
で
は
千
葉
氏
重じ

ゅ
う
し
ん臣

の
原
氏
が
も
と
も
と
の

城
主
で
あ
っ
た
臼
井
氏
に
代
わ
り
新
た
な
城
主
と
な
り
ま
し
た
。
原
氏

は
、
臼
井
城
を
本
拠
と
し
北
条
氏
と
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
勢
力
を
伸
ば
し

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
臼
井
城
は
房
総
に
お
け
る
北
条
氏
側
の
中
心
拠

点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

●
関
東
へ
出
兵

　

北
条
氏
は
、
永
禄
７
年
（
１
５
６
４
年
）
に
国
府
台
（
市
川
市
）
に

進
出
し
た
安
房
の
里
見
氏
を
破
り
ま
し
た
。
苦
境
に
立
た
さ
れ
た
里
見

氏
が
頼
っ
た
の
が
北
条
氏
と
対
立
し
て
い
た
謙
信
だ
っ
た
の
で
す
。
永

禄
８
年
（
１
５
６
５
年
）
11
月
、
里
見
氏
か
ら
の
出
兵
要
請
を
う
け
た

謙
信
は
三
国
峠
を
越
え
、
関
東
へ
兵
を
進
め
ま
し
た
。

　

北
条
氏
は
、
そ
の
後
も
着
実
に
領
地
を
広
げ
ま
し
た
が
、
豊
臣
秀
吉
に

抗
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
天
正
18
年
（
１
５
９
０
年
）
に
北
条

氏
が
秀
吉
に
敗
れ
る
と
、
原
氏
も
千
葉
氏
と
と
も
に
没
落
し
佐
倉
を
支
配

し
て
い
た
領
主
も
大
き
く
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。
徳
川
家
康
が
関
東
を
支

配
す
る
こ
と
と
な
り
、
臼
井
城
に
は
家
康
の
重
臣
で
あ
る
酒
井
家い

え
つ
ぐ次

が
配

置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
家
次
が
上
野
国
（
群
馬
県
）
高
崎
へ
と
移
る

と
、
臼
井
城
は
新
た
な
城
主
を
迎
え
る
こ
と
な
く
廃
城
と
な
り
ま
し
た
。

●
語
り
継
が
れ
る
戦
い
の
記
憶

　

江
戸
時
代
の
軍
記
物
で
は
、
籠
城
側
の
軍
師
・
白し

ら
い井

入に
ゅ
う
ど
う道

浄じ
ょ
う
さ
ん三

や
北

条
氏
の
援
軍
と
し
て
入
城
し
た
松
田
康や

す
さ
と郷

の
活
躍
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
利
根
川
図
誌
」
や
「
成な

り
た田

名め
い
し
ょ所

図ず

え会
」
と
い
っ
た
地
誌
で
も
、

臼
井
城
の
縄
張
り
や
謙
信
の
臼
井
城
攻
め
の
図
が
描
か
れ
る
な
ど
、人
々

の
関
心
の
高
さ
が
わ
か
り
ま
す
。

　

現
在
、
臼
井
城
の
合
戦
は
当
時
の
史
料
が
多
く
残
り
、
そ
の
経
過
が

詳
し
く
判
る
事
例
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

永
禄
９
年
（
１
５
６
６
年
）
２
月
、

謙
信
は
常
陸
国
の
小
田
城
（
茨
城
県

つ
く
ば
市
）
を
攻
め
落
と
し
、
松
戸
、

船
橋
へ
兵
を
進
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、

謙
信
は
成
田
街
道
を
通
り
、
３
月
９

日
、
原
氏
の
立
て
こ
も
る
臼
井
城
へ
と

攻
め
込
み
ま
し
た
。
臼
井
城
跡
か
ら

南
に
1.4
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
場
所
、

京
成
臼
井
駅
の
南
の
公
園
に
「
謙
信
一

夜
城
」
の
碑
が
あ
り
ま
す
。
発
掘
調
査

の
結
果
、
こ
の
場
所
に
方
形
の
陣じ

ん
し
ろ城

が

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、
謙
信

が
城
を
攻
め
る
た
め
に
築
い
た
拠
点
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
合
戦
の
行
方

　

は
じ
め
は
、
謙
信
が
優
位
に
戦
い
を
進
め
て
い
た
よ
う
で
す
。
合
戦

が
始
ま
っ
て
十
日
ほ
ど
経
っ
た
３
月
20
日
の
謙
信
側
の
武
将
に
よ
る
書

状
に
は
、
謙
信
側
は
昼
夜
な
く
城
を
攻
め
、
本
丸
を
守
る
堀
の
際
ま
で

迫
り
落
城
寸
前
で
あ
る
と
伝
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
23
日
、
謙
信
は

総
攻
撃
を
か
け
ま
す
が
、
臼
井
城
側
の
決
死
の
奮
闘
に
よ
り
城
は
持
ち

こ
た
え
ま
し
た
。
謙
信
側
は
多
く
の
死
者
・
負
傷
者
を
出
し
、
翌
日
に

は
敗
北
が
決
定
的
に
な
り
ま
し
た
。

●
勝
敗
の
決
め
手
は

　

籠
城
し
た
臼
井
城
側
の
奮
闘
が
勝
利
の
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
北
条
氏
や
古こ

が河
公く

ぼ
う方

足あ
し
か
が利

義よ
し
う
じ氏

が
臼
井
城
へ
の
援
軍
と
し
て
送
っ

た
家
臣
の
軍
功
を
ね
ぎ
ら
う
史
料
が
残
っ
て
お
り
、
北
条
側
が
送
っ
た
援

軍
も
籠
城
す
る
臼
井
城
側
を
助
け
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
さ
ら
に
、

攻
防
戦
が
３
月
末
ま
で
お
よ
ん
だ
こ
と
も
勝
敗
に
影
響
し
た
よ
う
で
す
。

雪
深
い
越
後
を
本
拠
と
す
る
謙
信
の
関
東
出
兵
は
、
秋
冬
に
出
か
け
て
年

を
越
し
春
に
帰
る
も
の
で
し
た
。
冬
場
の
食
糧
不
足
を
解
決
す
る
た
め
の

出
稼
ぎ
さ
な
が
ら
の
出
兵
で
あ
っ
た
と
い
う
説
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
臼

井
城
の
攻
防
戦
は
、
帰
国
を
控
え
た
３
月
末
に
お
よ
ん
で
い
た
の
で
、
長

期
の
包
囲
戦
で
は
な
く
リ
ス
ク
の
高
い
短
期
の
総
攻
撃
を
謙
信
が
強
行
し

た
た
め
に
、
籠
城
側
の
反
撃
に
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
謙
信
の
敗
北
、
原
氏
の
繁
栄

　

こ
の
敗
北
に
よ
り
、
謙
信
は
関
東
に
お
け
る
影
響
力
が
弱
ま
る
な
ど

大
き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、こ
れ
が
き
っ
か
け
で
名
前
を
「
謙

信
」
に
改
め
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
合
戦
に
勝
利
し
た
原

氏
は
、
北
条
氏
の
影
響
下
の
中
で
、
主
家
で
あ
る
千
葉
氏
を
し
の
ぐ
勢
力

へ
と
成
長
し
て
い
き
ま
し
た
。
臼
井
城
の
改
修
も
進
み
、
臼
井
田
宿
内
砦

な
ど
の
支
城
を
含
む
大
規
模
な
城
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
合
戦
の
勝
敗
は
、

関
東
を
め
ぐ
る
武
士
た
ち
の
動
向
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

臼
井
城
址
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
空
堀
や

土
塁
の
痕
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か

ら
の
季
節
は
梅
、
桜
、
ア
ジ
サ
イ
が
楽
し
め
ま
す
。

サクラ アジサイ

現
在
の
臼
井
城

上杉謙信臼井城攻めの図

２
月
15
日
㈪
は
新
聞
休
刊
日
の
た
め
、「
こ
う
ほ
う
佐
倉
」
２
月
15
日
号
は
、14
日
㈰
に
発
行
し
ま
す
。

越
後
の
龍
、
関
東
へ

上
杉
謙
信
の
臼
井
城
攻
め

そ
の
後
の
臼
井
城
と 

合
戦
の
記
憶

戦国武将の対立・協力関係

　
佐
倉
に
は
、
あ
の
有
名
な
戦
国
武
将
の
上
杉
謙
信
で
も
落
と
せ
な
か
っ
た
城
が
あ
っ
た
こ
と
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
城
の
名
前
は
「
臼
井
城
」
で
す
。
臼
井
城
は
、
印
旛
沼
に
注
ぐ
手
繰
川
と
鹿
島

川
に
挟
ま
れ
た
下
総
台
地
北
端
に
位
置
し
、
北
側
は
印
旛
沼
に
面
し
て
い
ま
し
た
。

　
謙
信（
※
）
は
、
戦
国
時
代
屈
指
の
戦
上
手
と
し
て
有
名
で
す
が
、
臼
井
城
で
の
合
戦
は
数
少
な
い

負
け
戦
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
謙
信
や
臼
井
城
の
動
向
を
見
な
が
ら
、
佐
倉
で
の
戦
国
乱
世
の
歴

史
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

（※）元
げんぷく

服後、長尾景
かげとら

虎と名乗
り、その後は上杉政

まさと ら

虎、輝
てると ら

虎、
謙信と何度も名前を変えまし
た。臼井城を攻めた際は輝虎と
名乗っていましたが、本文中で
は謙信と統一して表記します。

T
O
K
Y
O

不要不急の外出は控えましょう ※今号に掲載している内容は２月２日現在の
内容です。最新情報は市ホームページ（右記二
次元コード）をご覧ください緊急事態宣言の期限が３月７日㊐まで延長されました。
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対象　令和 2年 12 月 31 日までに（福）千葉県社会福祉協議会へ貸し付けを
申請し、決定を受けたかた　給付額　5 万円（1世帯 1回に限ります） 
申請期限　３月 1日㈪　※当日消印有効  
※申請期限前に給付金の給付を終了する場合があります
※生活福祉資金貸付決定通知書を受け取ってから申請してください
必要な書類　▶申請書（申請者は借受人、社会福祉課窓口または、郵送で配布、ホー
ムページからダウンロード可）▶生活福祉資金貸付決定通知書の写し※福祉資金
緊急小口資金（特例貸付）または総合支援資金生活支援費（特例貸付）のいずれ
か　▶生活福祉資金特例貸付の入金確認ができるもの（通帳の写しなど） ▶本人確
認書類の写し ▶給付金の振込先の口座の確認ができるもの（通帳の写しなど）
申し込み　郵送または持参で、必要書類を〒 285-8501 市役所社会福祉課へ

佐倉市生活福祉資金の特例貸付借入
者への給付金（特例貸付給付金）

問い合わせ　社会福祉課☎（484）6135

こまめな手洗い マスクの着用

新型コロナウイルス感染症関連情報
発熱などの症状を感じたら

まずは身近な医療機関（かかりつけ医など）に電話相談を

かかりつけ医などがいない場合や
相談先に困ったときは相談窓口に連絡

◆千葉県発熱相談コールセンター (24時間）
           ☎ 03（6747）8414
◆佐倉市健康管理センター（平日8：30～17：15）
       　 ☎（485）6711
◆発熱相談医療機関　
　※県ホームページ（右記二次元コード）をご覧ください
　※ 発熱相談医療機関…看護師などが医療機関の案
  　 内などを行える相談体制を整備した医療機関

対象　接種日時点で佐倉市に住民票があり、令和 2年 10 月 1 日～ 12 月
31日にインフルエンザの予防接種をした❶または❷に該当するかた 
❶妊娠中の女性（接種日よりも前に妊娠の届出をされたかた）
❷ 平成 24 年 4月 2日以降に生まれたかた　（生後 6か月～小学校 2年生）
助成額　1,500円　（自己負担額が助成額を下回る場合は自己負担額を助成） 
※助成を受けられるのは期間内、1人 1回分の接種のみです
申請期限　令和３年 3月 31日㈬（消印有効）
申請方法　持参または郵送で▶申請書（ホームページからダウンロード可）
▶領収書や明細書などの原本（氏名、医療機関名、接種年月日、ワクチン名、
接種金額が確認できる書類）を〒 285-0825 江原台 2-27 健康管理センターへ

インフルエンザ予防接種費用の一部助成

　新型コロナウイルス感染症の影響による減免の申請は３月 31日まで
となっています。　※減免要件や提出書類など詳細は、市ホームページ
をご覧いただくか、各担当へお問い合わせください

国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・
介護保険料の減免

【基本給付】対象　平成 14 年 4月 2日以降に生まれた児童（児童に基
準以上の障害がある場合は 20歳未満）を養育しているひとり親世帯等
のうち、❶❷に該当するかた　❶公的年金給付などを受けていることに
より、令和 2年 6月分の児童扶養手当の支給を受けていないかた ※平
成 30年の収入額が児童扶養手当の支給対象となる水準にあるかた 
❷新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変し、急変後 1
年間の収入見込額が、児童扶養手当の支給対象となる水準にあるかた
給付額　１世帯 10万円、第２子以降１人につき 6万円加算（再給付分含む）
【追加給付】対象　❶に該当するかたおよび令和２年６月分の児童扶養手
当の支給を受けているかたで、新型コロナウイルス感染症の影響を受け
て家計が急変し、収入が大きく減少されたかた　給付額　１世帯５万円
申請方法　必要書類を持参または郵送で〒285─8501 市役所児童青少
年課窓口へ提出してください　　申請期限　2 月 26 日㈮（必着）
※申請は 1回限りです。既に支給を受けているかたは申請できません
※必要書類など、詳細はお問い合わせください

ひとり親世帯臨時特別給付金

対象　住民票が佐倉市にあり、里帰り予定先が県外の妊産婦のかたが日
中、育児や家事を支援してくれる親族や知人が不在であることから利用
した育児支援サービスで、❶～❸の全てに該当するかた
❶ 利用日が令和 2 年 4 月 1 日から令和 3 年 3 月 31 日までの期間内に
あるもの
❷産前 10 週～産後 6 か月の間に利用したもの　
❸最初の利用日から数えて 6 か月間まで
助成費用　1 回 1 万円まで（月４回まで）
申請方法　持参または郵送で▶申請書（ホームページからダウンロード
可）▶領収書や明細書などの原本（利用者氏名、サービス内容と費用が
確認できる書類）を〒 285-0825 江原台 2-27 健康管理センターへ
※サービスの利用前に相談してください

里帰り困難妊産婦への
育児支援サービス費用助成

申請期
限

3月１日

申請期
限

3月3１日

新型コロナウイルス感染症に
関する支援情報 <個人向け >

◉各支援策の詳細は、担当課へお問い合わせください
◉そのほかの支援策については、市ホームページ（右
記二次元コード）をご覧ください

申請期限が迫っています !!

申請期
限

3月3１日

申請期
限

3月3１日

申請期
限

2月26日 問い合わせ　児童青少年課☎（484）6140

問い合わせ　健康増進課☎（485）6712

問い合わせ　【国保】健康保険課☎（484）6125、【後期】☎（484）6136
　　　　　　【介護】介護保険課☎（484）6187

問い合わせ　健康増進課☎（485）6711

感染拡大を抑え、医療崩壊を防ぐため
感染対策の徹底をお願いします

適度な換気と加湿

毎日、体温を測定・記録し、発熱などの「かぜ症状」がみ
られるときは、学校や会社を休み、外出を控えましょう。
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　新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため、県の要請に応じて、
営業時間を午前 5時から午後 8時（酒類の提供は、午前 11
時から午後 7時）までに短縮していただいた飲食店には、「千
葉県感染拡大防止対策協力金」が支給されます。詳細は、県
協力金特設サイト（右記二次元コード）をご確認ください。
対象要件（以下の要件をすべて満たすこと）
▶通常午後 8時よりも遅くまで営業している飲食店
▶ 1 月 12 日から 2月 7日までの全期間、営業時間を午前 5時から午
後 8時までに短縮したこと（酒類の提供は午前 11時から午後 7時まで）
※やむを得ず 1月 12 日から要請に応じられなかった場合も、1月 26
日までに時間短縮を開始した場合は対象となります
▶対象期間に、県が要請する感染防止対策を実施すること

申請方法　特設サイトからのオンライン申請または郵送。申請書類は特
設サイトからダウンロードできるほか、佐倉市役所・佐倉商工会議所・
佐倉県税事務所でも配布。郵送の場合の宛先は未定。（2月 1日現在）
※宛先は決まり次第、市ホームページでお知らせします
申請期限　3 月 10 日㈬
主な申請書類　▶申請書兼実施報告書 ▶誓約書 ▶営業許可証の写し 
▶売上台帳の写し ▶（酒類提供がある場合）酒類を提供していたこと
がわかる書類（メニュー表など）
▶営業時間短縮または休業の状況が確認できる書類（店頭への掲示、メ
ニュー表への記載、ホームページなど）
▶感染拡大防止対策を実施していたことがわかる書類（実施状況の写真
など）

千葉県感染拡大防止対策協力金が支給されます

ルートとダイヤが変わります
佐倉市コミュニティバス<畔田・下志津ルート>

対象　緊急事態宣言に伴う飲食店の時短営業や不要不急の外出・移動の
自粛により影響を受け、売上が減少した中堅・中小事業者
要件　緊急事態宣言の再発令に伴い、令和３年１月または２月の売上高
が対前年比 50％以上減少している次の事業者
▶緊急事態宣言発令地域等の飲食店と直接・間接の取引があること（農
業・漁業者、飲食料品・割り箸・おしぼりなど飲食業に提供される財・
サービスの供給者など）
▶緊急事態宣言発令地域等における不要不急の外出・移動の自粛による
直接的な影響を受けたこと（旅館、土産物屋、観光施設、タクシー事業
者など）

支給額　法人：40万円以内、個人事業者など：20万円以内
（算出方法）
前年1月及び2月の事業収入－（前年同月比▲50％以上の月の事業収入×2）
主な申請書類　
▶前年の確定申告書の写し ▶対象月の売上台帳の写し ▶宣誓書　など
※一次取引先の納品書、顧客の居住地を示す宿帳、顧客名簿、入込観光
客の統計等を保存していただく必要があります
※制度の詳細は未定で、変更される場合があります。経済産業省から情
報が届き次第、こうほう佐倉、市ホームページなどで改めてお伝えしま
す

経済産業省が実施する「緊急事態宣言に伴う外出自粛等
の影響を受けた事業者への一時支援金（仮称）」について

事業者のかた向け支援情報

４月１日㊍から

【問い合わせ】
千葉県感染拡大防止対策協力金コールセンター

☎ 0570-003894
（午前9時～午後6時、土・日曜日、祝日を含む）

◉申請方法など詳細は、経済産業省
ホームページ（右記二次元コード）
をご覧ください

　営業時間短縮要請にご協力いただいた飲食店の皆さんへ
最大 162 万円を支給

佐倉市コミュニティバスの割引制度

　市が発行する運転免許自主返納割引パスを提示する
と、１年間無料で利用できます。
★運転免許自主返納割引パス
対象　市内在住で 1年以内に運転経歴証明書の交付を受
けたかた
交付場所　都市計画課窓口（即日交付）、郵送による申
請（後日送付）▶必要書類  申込書、運転経歴証明書（※）、
写真（縦３㎝×横 2.4㎝）※郵送の場合は写しを添付

運賃 200円→ 1年間無料

運賃 200円→100円

※この割引制度は、佐倉市コミュニティバス限定です。
路線バスでは割引にはなりませんのでご注意ください

◉佐倉市コミュニティバスの各ルート・
ダイヤ、割引制度などの詳細は、市ホー
ムページ（右記二次元コード）をご覧く
ださい

問い合わせ　都市計画課☎（484）6164 

❶～❸のいずれかを提示すると、運賃が100円になります。
❶後期高齢者医療被保険者証
主な対象　75歳以上のかた
❷チーパス
対象　県内在住の中学校修了までのお子さんまたは妊娠
中のかたおよび同居する家族のかた
❸運転経歴証明書
主な対象　運転免許を自主返納したかた

（仮称）佐倉西部自然公園（仮称）佐倉西部自然公園

東邦大学医療センター
佐倉病院
東邦大学医療センター
佐倉病院

佐倉西高校佐倉西高校

王子台小学校王子台小学校

臼井
老幼の館
臼井
老幼の館

千代田小学校千代田小学校

臼井南
中学校
臼井南
中学校

64

上
手
繰
川

上
手
繰
川

ユーカ
リが丘

駅

臼
井
駅

東邦大学佐倉病院

下志津東

畔田

　下志津原入口
アコーディア・ガーデン志津

木戸場

18

17

16

15

14

【ルート詳細図】

位置は、南口広場
地下駐輪場前です。

1

7

6
5

4

3

2

18

17

16

15

14

8

22
21

20

19
9

10

11

12

13

染井野六丁目
臼井南中学校

七井戸橋

住吉神社

吉見

千代田小学校正門前生谷交差点

ユーカリが丘駅南口(地下)
殖産団地中央

殖産団地入口
東邦大学佐倉病院

下志津西

下志津東

畔田

王子台六丁目

大林公園前

王子台五丁目南

王子台小学校
王子台三丁目西

臼井駅南口

　下志津原入口
アコーディア・ガーデン志津

木戸場 　　　　　のバス停は、ちばグリーンバス株式会社
  のバス停留所と共同となっています。

（※）

（※）

大林（廃止）

生谷（廃止）

　交通空白地域の移動手段として運行する「佐倉市コミュニティバス」（全 4ルート）。
そのうち、京成臼井駅南口とユーカリが丘駅南口を結ぶ、<畔田・下志津ルート>の
ルートとダイヤが 4月 1日から変わります。
※新しいダイヤは３月以降ホームページなどでお知らせする予定です

新規ルート・停留所
既存ルート・停留所

< 畔田・下志津ルート 路線図 >

新規ルート

ご存知ですか？

（点線部分は、自由乗降区間）

（※）ちばグリーンバス臼井線の停留所として、
　　引き続きご利用いただけます
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介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
や
家
族
が
日
常
抱
い

て
い
る
疑
問
や
不
満
な
ど
の
声
を
聴
き
取
り
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
に
伝
え
、
調
整
を
行
う
「
橋

渡
し
役
」
と
な
る
介
護
相
談
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
、
災
害
発
生
時

の
避
難
に
支
援
が
必
要
な
か
た
（
避
難
行
動
要
支
援
者
）

の
避
難
対
策
の
一
環
と
し
て
、「
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
」
を
作
成
し
て
お
り
、
掲
載
さ
れ
る
か
た
に
は
２
月
上

旬
に
登
録
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。

　
「
平
常
時
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」
は
、
民
生
委
員

や
自
治
会
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
の
避
難
支
援
等
関
係
者

に
４
月
以
降
に
提
供
さ
れ
、
避
難
支
援
に
向
け
た
平
常
時

の
見
守
り
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
が
、
登
録
通
知
書
に
同

封
さ
れ
て
い
る
同
意
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
災
害
時
の
避
難
支
援
は
、
避
難
支
援
等
関
係
者
の
可
能

な
範
囲
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
必
ず
し
も
、
避
難
支
援
が
約

束
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

対
象　

登
録
通
知
書
が
届
い
た
か
た
で
、「
平
常
時
避
難

行
動
要
支
援
者
名
簿
」
に
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
か
た
。

手
続
き

▼
同
意
書
を
提
出
済
の
か
た

　

内
容
を
確
認
し
、
修
正
が
あ
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
同
意
を
取
り
下
げ
た
い
場
合
は
、
社
会
福
祉

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
同
意
書
を
未
提
出
の
か
た

　

同
封
の
同
意
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
返
信
用
封
筒

に
切
手
を
貼
り
、
各
担
当
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。（
代

理
申
請
可
） 「

平
常
時
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」を
作
成（
更
新
）し
ま
す

災
害
に
備
え
て
名
簿
掲
載
を

希
望
さ
れ
る
か
た
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い

❶
要
介
護
認
定
者
（
要
介
護
３
〜
５
）

❷
障
害
者

▼
視
覚
障
害
（
１
級
ま
た
は
２
級
）

▼
聴
覚
障
害
（
２
級
〜
６
級
）

▼
上
肢
機
能
障
害
（
１
級
ま
た
は
２
級
）

▼
下
肢
機
能
障
害
（
１
級
ま
た
は
２
級
）

▼
体
幹
機
能
障
害
（
１
級
〜
３
級
）

▼
乳
幼
児
期
以
前
の
非
進
行
性
の
脳
病
変
に

よ
る
運
動
機
能
障
害
の
う
ち
上
肢
機
能
障
害

（
１
級
〜
６
級
）

▼
乳
幼
児
以
前
の
非
進
行
性
の
脳
病
変
に
よ

る
移
動
機
能
障
害
（
１
級
〜
６
級
）

▼
呼
吸
器
機
能
障
害
（
１
級
ま
た
は
３
級
）

▼
心
臓
機
能
障
害
（
１
級
ま
た
は
３
級
）

▼
精
神
障
害
（
１
級
）

▼
知
的
障
害
（
Ⓐ
ま
た
は
Ａ
）

▼
障
害
支
援
区
分
（
４
〜
６
）

❸
高
齢
者
（
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
、
ま

た
は
、
高
齢
者
の
み
世
帯
の
か
た
）

❹
難
病
患
者

❺
乳
幼
児 

※
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
が
い

る
家
族

❻
妊
産
婦

❼
外
国
人
（
日
本
語
に
よ
る
意
思
疎
通
が
困

難
な
か
た
）

❽
そ
の
他
（
❸
〜
❼
掲
載
基
準
に
準
じ
る
程

度
に
、自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
か
た
）

※
❸
〜
❽
は
同
意
書
を
提
出
さ
れ
た
か
た

問
い
合
わ
せ

❶
介
護
保
険
課 　
　

☎（
４
８
４
）１
７
７
１

❷
❹
障
害
福
祉
課　

☎（
４
８
４
）６
１
３
７

　
　
　
　
　
　

FAX（
４
８
４
）１
７
４
２

❸
高
齢
者
福
祉
課　

☎（
４
８
４
）６
１
３
８

❺
❻
子
育
て
支
援
課
☎（
４
８
４
）６
２
４
６

❺
❻
児
童
青
少
年
課
☎（
４
８
４
）６
１
９
０

❻
健
康
増
進
課　

☎（
４
８
５
）６
７
１
２

❼
広
報
課　
　
　

☎（
４
８
４
）６
１
０
３

❽
社
会
福
祉
課　

☎（
４
８
４
）６
１
３
５

「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」に

掲
載
さ
れ
る
か
た

制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
　

社
会
福
祉
課
☎
（
４
８
４
）
６
１
３
５

　
　

危
機
管
理
室
☎
（
４
８
４
）
６
１
３
１

令
和
３
年

【
新
規
に
名
簿
掲
載
を
希
望
す
る
か
た
】

　

登
録
通
知
書
が
届
い
て
い
な
い
か
た
で
、
下
記
の
❸

高
齢
者~

❽
そ
の
他
に
該
当
し
、
新
規
に
掲
載
を
希
望

す
る
か
た
は
、
各
担
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

同
意
書
と
返
信
用
封
筒
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
同
意

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
返
信
用
封
筒
に
切
手
を
貼

り
、
各
担
当
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。（
代
理
申
請
可
）

※
同
意
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す

※
「
平
常
時
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」
に
掲
載
さ
れ
た

か
た
は
、
災
害
発
生
時
の
安
否
確
認
な
ど
に
活
用
さ
れ
る

「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」
に
も
掲
載
さ
れ
ま
す

締
め
切
り　

３
月
１
日
㈪

対
象　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
か
た

▼
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
で
、
介

護
や
福
祉
・
医
療
に
携
わ
っ
た
経

験
が
１
年
程
度
以
上
あ
り
、現
在
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

業
務
に
携
わ
っ
て
い
な
い
か
た

▼
担
当
す
る
施
設
ま
で
、
自
ら
自

家
用
車
で
訪
問
す
る
こ
と
が
可
能

な
か
た
（
交
通
費
の
支
給
は
あ
り

ま
せ
ん
。）

▼
５
日
間
の
日
帰
り
研
修
を
す
べ

て
受
講
で
き
る
か
た

活
動
内
容　

▼
担
当
す
る
６
〜
７
施
設
へ
月
１

回
約
２
時
間
程
度
訪
問
し
、
利
用

者
の
話
を
聴
き
、
相
談
に
当
た
る

▼
施
設
の
行
事
に
参
加
す
る
な
ど
、

サ
ー
ビ
ス
の
現
状
把
握
を
す
る

▼
施
設
等
担
当
者
と
意
見
交
換
を

行
い
、
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
不
満

や
疑
問
等
の
改
善
方
法
の
提
案
を

行
う
な
ど

任
期　

委
嘱
日
（
４
月
上
旬
を
予

定
）
〜
令
和
５
年
３
月
31
日
（
再

任
あ
り
）

報
酬
（
見
込
み
）　

日
額
８
千
円

（
活
動
時
間
が
４
時
間
以
内
の
場

合
は
、
当
該
日
額
に
２
分
の
１
を

乗
じ
た
額
）

募
集
人
数　

若
干
名

応
募
方
法　

後
述
の
❶
❷
を
郵
送

ま
た
は
持
参
で
〒
285
│

８
５
０
１

市
役
所
高
齢
者
福
祉
課
へ

❶
「
高
齢
者
の
福
祉
に
つ
い
て
」

若
し
く
は
「
介
護
保
険
制
度
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
意
見
・
提

言
な
ど
を
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用

紙
２
枚
程
度
に
ま
と
め
た
も
の

❷
履
歴
書
（
福
祉
・
介
護
等
の
資

格
や
従
事
し
た
こ
と
の
あ
る
福
祉

関
係
業
務
は
詳
し
く
明
記
）

選
考
方
法　

書
類
選
考
と
面
接

（
３
月
中
旬
）

締
め
切
り　

３
月
５
日
㈮（
必
着
）

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
福
祉
課

☎
（
４
８
４
）
６
１
３
８

介
護
相
談
員
を
募
集
し
ま
す

※
当
面
の
間
、
集
団
で
の
入
会
説
明
会
は
中
止
し
ま
す

　

個
別
対
応
ま
た
は
Ｗ
ｅ
ｂ
入
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

佐
倉
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
☎
（
４
８
８
）
１
２
７
０

佐
倉
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

〜
子
育
て
中
の
パ
パ
・
マ
マ
を
お
手
伝
い

会
員
募
集

　

子
育
て
の
お
手
伝
い
を
す
る
「
提
供
会
員
」
に
な
り

ま
せ
ん
か
？

「
子
育
て
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
」
か
た
と
、「
子
育
て

の
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い
」
か
た
を
つ
な
ぎ
ま
す
。

資
格
な
ど　

保
健
師
免
許
ま
た
は
助
産
師
免
許

業
務
内
容　

▼
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
▼
簡
易
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成

▼
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の
案
内

採
用
期
間　

４
月
１
日
〜
令
和
４
年
３
月
31
日

勤
務
条
件　

平
日
週
５
日
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
１
日

当
た
り
７
時
間
45
分
）　

※
勤
務
日
数
、
勤
務
時
間
等
は
応
相
談

勤
務
地　

市
役
所
、
志
津
北
部
地
域
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

市
内
保
健
セ
ン
タ
ー
の
い
ず
れ
か

報
酬
（
見
込
み
）　

時
給
１
４
０
０
円　

※
条
件
に
よ
り
通
勤
手
当
、

期
末
手
当
あ
り

募
集
人
数　

１
人

締
め
切
り　

２
月
26
日
㈮
（
必
着
）

選
考
方
法　

書
類
選
考
と
面
接

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

郵
送
ま
た
は
持
参
で
、
履
歴
書
（
写
真
付
）、

資
格
証
明
書
の
写
し
を
〒
285
│
８
５
０
１
市
役
所
子
育
て
支
援
課
☎（
４

８
４
）
６
２
４
６
へ

保
健
師
・
助
産
師
（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

を
募
集
し
ま
す

資
格
な
ど　

保
育
士
、
幼
・
小
・
中
・
高
等
学
校
・
特
別
支
援
学
校
教

諭
免
許
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
か
た
、
ま
た
は
介
護
な
ど
の
経

験
が
あ
る
か
た
（
年
齢
・
性
別
不
問
）

業
務
内
容　

特
別
な
支
援
が
必
要
な
幼
児
・
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援 

採
用
期
間　

４
月
１
日
〜
令
和
４
年
３
月
31
日

※
夏
休
み
な
ど
勤
務
が
な
い
期
間
が
あ
り
ま
す

勤
務
条
件　

平
日
午
前
８
時
〜
午
後
４
時
30
分 

①
週
２
〜
３
日 

②
週

５
日

勤
務
地　

市
立
幼
稚
園
・
小
・
中
学
校 

報
酬
（
見
込
み
）　

①
時
給
１
０
４
０
円 

②
月
給
17
万
１
２
０
０
円
〜

18
万
８
千
円

※
職
務
経
験
な
ど
に
よ
り
決
定
。
勤
務
が
な
い
期
間
が
あ
る
場
合
、
そ

の
日
数
に
応
じ
て
減
額

※
条
件
に
よ
り
、
期
末
手
当
・
通
勤
費
な
ど
あ
り

募
集
人
数　

若
干
名

締
め
切
り　

２
月
22
日
㈪
午
後
5
時
15
分
（
必
着
）

選
考
方
法　

書
類
選
考
と
面
接
（
２
月
25
日
㈭
ま
た
は
26
日
㈮
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

郵
送
ま
た
は
持
参
で
、
履
歴
書
（
写
真
付
）

お
よ
び
資
格
証
の
写
し
を
〒
285
│
０
０
４
２
将
門
町
７ 
教
育
セ
ン
タ
ー

☎
（
４
８
６
）
２
４
０
０
へ

特
別
支
援
教
育
支
援
員

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）
を
募
集
し
ま
す

会
計
年
度
任
用
職
員
な
ど
の
募
集

※
令
和
３
年
度
か
ら
一
部
課
名
が
変
更
と
な
り
ま
す
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■
使
用
済
菌
床
栽
培
の
き
の
こ

の
培
地
を
、
無
料
配
布
し
ま
す

日
時　

随
時
受
付
（
お
問
い
合
わ

せ
後
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。）

場
所
・
問
い
合
わ
せ　

佐
倉
き
の

こ
園
（
太
田
2
3
9
5
）

☎
（
４
８
６
）
３
９
８
７

■
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
る
全
国
一
斉
情

報
伝
達
試
験
を
行
い
ま
す

日
時　

２
月
17
日
㈬
午
前
11
時
頃

内
容　

防
災
行
政
無
線
（
市
内
155

か
所
）
で
次
の
と
お
り
一
斉
放
送

し
ま
す
。

▼
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ

ス
ト
で
す
。（
３
回
繰
り
返
し
）
こ

ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
さ
く
ら
で
す
」

※
災
害
の
発
生
状
況
や
気
象
状
況

な
ど
に
よ
り
、
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
室

☎
（
４
８
４
）
６
１
３
１

■
４
０
０
㎖
献
血
に
ご
協
力
を

日
時　

２
月
21
日
㈰
午
前
10
時
〜

11
時
45
分
、
午
後
１
時
〜
４
時 

場
所　

ベ
イ
シ
ア
佐
倉
店 

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

☎（
４
８
４
）６
１
３
５

お
知
ら
せ

【
議
会
日
程
】

▼
招
集
日 

２
月
22
日
㈪
午
後
１

時
〜

▼
一
般
質
問 

３
月
１
日
㈪
〜
４

日
㈭
午
前
10
時
〜

▼
常
任
委
員
会 

３
月
８
日
㈪
〜

11
日
㈭

▼
予
算
審
査
特
別
委
員
会 

３
月

15
日
㈪
〜
18
日
㈭

▼
最
終
日 

３
月
22
日
㈪
午
後
１

時
〜

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
】

　

招
集
日
、
一
般
質
問
、
最
終
日

の
模
様
を
、
開
催
時
間
中
に
ラ
イ

ブ
中
継
し
ま
す
。
録
画
中
継
は
、

各
開
催
日
の
約
１
週
間
後
か
ら
配

信
し
ま
す
。

【
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
議
会
放
映
】

　

招
集
日
、
一
般
質
問
、
最
終
日

の
模
様
を
、
各
開
催
日
の
翌
日
午

後
５
時
30
分
か
ら
放
送
。

地
上
デ
ジ
タ
ル 

⬇ 

10 

ch 

デ
ジ
タ
ル
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ 

⬇
３
０
１
ch

問
い
合
わ
せ　

議
会
事
務
局

☎
（
４
８
４
）
６
２
５
４

佐
倉
市
議
会
２
月
定
例
会

佐倉市の災害・緊急情報等を発信
http://twitter.com/bousai_sakura

　

当
面
の
間
、
傍
聴
の
自
粛
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
本
会
議
の

模
様
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

佐倉市民憲章
（昭和 45 年 12 月 23 日制定）

　

わ
た
く
し
た
ち
は
、
印
旛
沼
湖
畔

の
き
れ
い
な
空
気
と
緑
と
太
陽
と
歴

史
に
恵
ま
れ
た
佐
倉
市
民
で
す
。
全

市
民
は
、
力
を
合
わ
せ
て
こ
の
憲
章

を
守
り
、
理
想
の
ま
ち
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

一
、
私
た
ち
は
、
美
し
く
清
潔
な
ま

ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
私
た
ち
は
、
公
衆
道
徳
を
守
り
、

ス
ポ
ー
ツ
を
愛
し
、
明
る
い
ま
ち
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
私
た
ち
は
、
歴
史
や
自
然
を
大

切
に
し
、
お
く
ゆ
か
し
い
ま
ち
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
私
た
ち
は
、
老
人
を
敬
い
、
子

ど
も
を
愛
し
、
あ
た
た
か
い
ま
ち
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、私
た
ち
は
、創
意
と
努
力
を
も
っ

て
、
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。

『
マ
ラ
ラ
ー
教
育
を
求
め
て
闘
う
少
女
ー
』

国
際
女
性
デ
ー
☆
ミ
ウ
ズ
上
映
会

　

３
月
８
日
は
国
連
が
決
め
た
「
国
際
女
性
デ
ー
」
で
す
。

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
や
差
別
撤
廃
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
運
動
に
世
界
の
意
識
が
変
わ
り
始
め
て
い
ま
す
。

　

ミ
ウ
ズ
で
は
、
こ
の
日
を
記
念
し
て
上
映
会
を
開
催
し
、
パ
ー
プ
ル

リ
ボ
ン
キ
ル
ト
の
展
示
な
ど
も
行
い
ま
す
。

時
間　

❶
午
後
１
時
〜
１
時
30
分 

（
開
場
午
後
零
時
30

分
）
❷
午
後
２
時
〜
２
時
30
分　

要
申
し
込
み
・
無
料

場
所　

志
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

定 

12
人
（
先
着
順
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況

に
よ
り
、
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

申 

問 

男
女
平
等
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
ミ

ウ
ズ
☎（
４
６
０
）２
５
８
０
、℻（
４
６
０
）

２
５
８
２
、

 m
ew
s-kouza@

m
ew
s.

shiteikanri-sakura.jp

3月7 日
日曜日

今
月
の
納
期
【
納
期
限 

３
月
１
日
月
】

▼
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税 

第
４
期　

▼
国
民
健
康
保
険
税 

第
８
期　

▼
介
護
保
険
料 

第
８
期　

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料 

第
８
期

《
納
付
の
ご
相
談
は
》

納
税
相
談
…
債
権
管
理
課 

☎
（
４
８
４
）６
１
１
８

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
…
健
康
保
険
課
☎
（
４
８
４
）６
１
３
６

介
護
保
険
料
相
談
…
…
…
介
護
保
険
課
☎
（
４
８
４
）６
１
８
７

取
り
扱
い
税
目　

市
県
民
税
・
国

民
健
康
保
険
税
・
固
定
資
産
税
・

軽
自
動
車
税

申
し
込
み
方
法　

口
座
振
替
依

頼
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押

印
の
上
、
窓
口
で
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
窓
口　

預
貯
金
口
座
の

あ
る
金
融
機
関（
※
）・
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
、
佐
倉
市
役
所
（
債
権
管

理
課
ま
た
は
出
張
所
・
派
出
所
） 

（
※
）
…
み
ず
ほ
銀
行
・
三
菱
Ｕ

Ｆ
Ｊ
銀
行
・
三
井
住
友
銀
行
・
り

そ
な
銀
行
・
埼
玉
り
そ
な
銀
行
・

千
葉
銀
行
・
千
葉
興
業
銀
行
・
京

葉
銀
行
・
三
井
住
友
信
託
銀
行
・

千
葉
信
用
金
庫
・
銚
子
信
用
金
庫
・

佐
原
信
用
金
庫
・
東
京
東
信
用
金

庫
・
千
葉
み
ら
い
農
業
協
同
組
合

申
し
込
み
に
必
要
な
も
の　

通

帳
・
通
帳
届
出
印
・
納
税
通
知
書

（
ま
た
は
通
知
番
号
が
わ
か
る
も

の
）・
口
座
振
替
依
頼
書

▼
口
座
振
替
依
頼
書
は
、
債
権
管

理
課
ま
た
は
出
張
所
・
派
出
所
、

市
内
の
金
融
機
関
に
あ
り
ま
す
。

郵
送
も
可
能
で
す
。
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

債
権
管
理
課

☎
（
４
８
４
）
６
１
１
６

納
税
は
便
利
で
安
心
な 

口
座
振
替
で

納
税
を
口
座
振
替
に
す
る
と
…

　

納
期
の
た
び
に
、
窓
口
に
納
付
に
出
向
く
手
間
が
省
け
ま
す
。

自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
、
納
め
忘
れ
が
な
く
安
心
で
す
。

　

口
座
振
替
開
始
の
２
か
月
前
ま
で
に
、
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

ご
希
望
の
か
た
は
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マララ・ユスフザイ©BBC 2013

避
難
所
の
開
設
・
混
雑
情
報
が

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
確
認
で
き
ま
す

　

災
害
時
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
施
設
の
空
き
情
報
を
配
信
す
る
株
式
会
社
バ
カ
ン
が

運
営
す
る「V

A
C
A
N

（
バ
カ
ン
）」に
よ
り
、避
難
所
の
位
置
や
開
設
・
混
雑
状
況
を
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

混
雑
状
況
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
確
認
で
き
る
こ
と
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
避
難
所
に
お
け
る

３
密
を
回
避
で
き
る
と
と
も
に
、
安
全
な
場
所
へ
の
分
散
避
難
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

【
利
用
方
法
】
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス

▼https://vacan.com
/area/sakura-

c
ity-e

va
c
u
a
tio
n
/e
va
c
u
a
tio
n
-

center/1
1

※
通
常
時
は
「
利
用
停
止
中
」
と
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

避
難
所
開
設
時
に
は
、混
雑
状
況
を「
空
い
て
い
ま
す
」「
や

や
混
雑
」「
混
雑
」「
満
」
の
４
段
階
で
表
示
さ
れ
ま
す

問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
室
☎
（
４
８
４
）
６
１
３
１

　

上
映
映
画
『
マ
ラ
ラ
―
教
育
を
求
め
て
闘
う
少
女
―
』

（
2
0
1
3
年
制
作
）

　

イ
ス
ラ
ム
社
会
に
お
け
る
女
子
教
育
の
必
要
性
を
訴
え

て
活
動
し
て
い
た
パ
キ
ス
タ
ン
の
少
女
マ
ラ
ラ
・
ユ
ス
フ

ザ
イ
。
タ
リ
バ
ン
の
標
的
と
な
り
2
0
1
2
年
10
月
、
銃

撃
さ
れ
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
英
国
に
緊
急
搬
送
さ
れ
、

奇
跡
的
に
回
復
し
た
。
現
在
は
英
国
に
住
み
、
女
子
教
育

の
た
め
の
活
動
を
続
け
て
い
る
。
教
育
を
受
け
る
権
利
と

は
？
マ
ラ
ラ
自
ら
の
言
葉
で
語
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
、
今

ま
で
の
活
動
の
映
像
か
ら
彼
女
の
信
念
と
素
顔
を
見
る
。

令
和
２
年
分
確
定
申
告
お
よ
び
令
和
３
年
度

市
民
税
・
県
民
税
申
告
の
提
出
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
な
る

べ
く
ご
自
宅
で
申
告
書
を
作
成
し
、
電
子
申
告
や
郵
送
で
の
提

出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
な
お
、
電
子
申
告
に
つ
き
ま
し
て
は
、

確
定
申
告
の
み
対
応
可
能
（
市
民
税
・
県
民
税
申
告
は
対
応
不
可
）

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
電
子
申
告
（e-tax

）：
国
税
庁

　
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
（w

w
w
.keisan.nta.go.jp/

）

申
告
書
の
郵
送
先
・
問
い
合
わ
せ

●
確
定
申
告
（
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
）

〒
286̶
８
５
０
１ 

成
田
市
加
良
部
１̶

15 

　
　

 

成
田
税
務
署 

☎
０
４
７
６（
２
８
）５
１
５
１

●
市
民
税
・
県
民
税
申
告

〒
285̶

８
５
０
１ 
佐
倉
市
海
隣
寺
町
97

　
　

 

佐
倉
市
役
所
市
民
税
課 

☎（
４
８
４
）６
１
１
５

※
ミ
ウ
ズ
（
男
女
平
等
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
）
は
蔵
書
点
検
の
た
め
、
３
月
２

日
㈫
に
臨
時
休
館
し
ま
す

➡
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
上
で
の
表
示
イ
メ
ー
ジ

※
日
程
は
変
更
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い



消費生活
相談から

投
げ
込
み
チ
ラ
シ
を
き
っ
か
け
と
し
た

排
水
管
洗
浄
の
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
を

http://w
w
w
.city.sakura.lg.jp/soshiki/4-3-0-0-0_10.htm

l
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【
事
例
】

　

格
安
ス
マ
ホ
に
興
味
を
持
ち
、

契
約
内
容
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ

た
う
え
で
申
し
込
ん
だ
。「
通
信

状
態
は
変
わ
ら
ず
今
よ
り
利
用
料

金
が
安
く
な
る
。
通
話
は
１
回
10

分
以
内
で
あ
れ
ば
無
料
」
と
の
説

明
だ
っ
た
の
で
、
今
ま
で
と
同
じ

通
話
方
法
で
使
っ
て
い
た
。
し

か
し
、
契
約
後
、
２
か
月
間
で

２
万
７
千
円
も
の
高
額
な
通
話
料

を
請
求
さ
れ
た
。
契
約
書
に
は

「
10
分
以
内
の
通
話
を
無
料
に
す

る
に
は
特
定
の
ア
プ
リ
を
使
用
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
書
か
れ

て
い
た
。（
60
歳
代
男
性
）

【
相
談
員
か
ら
】

　

格
安
ス
マ
ホ
は
今
ま
で
の
携
帯

電
話
会
社
と
同
じ
サ
ー
ビ
ス
が
利

用
で
き
る
と
は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。

くらし
の話題

格
安
ス
マ
ホ　

今
ま
で
の
携
帯
電
話
会
社
と
の

違
い
を
確
認
し
て

サ
ポ
ー
ト
内
容
や
問
い
合
わ
せ
方

法
な
ど
、
契
約
内
容
を
よ
く
確
認

し
、
今
ま
で
の
携
帯
電
話
会
社
と

の
違
い
を
理
解
し
た
上
で
契
約
し

ま
し
ょ
う
。

　

無
料
通
話
は
独
自
の
ア
プ
リ
を

使
う
な
ど
、
格
安
ス
マ
ホ
会
社
に

よ
り
指
定
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
方
法

が
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。
よ

く
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

 

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
（
４
８
３
）
４
９
９
９

℻
（
４
８
３
）
８
６
０
４

　

子
育
て
応
援
情
報　

す
く
す
く 

佐
倉
っ
子

【
事
例
】

　
「
通
常
３
〜
５
万
円
の
排
水
管

高
圧
洗
浄
が
３
千
円
」
と
記
載
さ

れ
た
チ
ラ
シ
が
自
宅
に
投
函
さ
れ

て
い
た
。
台
所
の
排
水
管
の
詰
ま

り
が
気
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
事

業
者
に
連
絡
を
し
て
価
格
を
確
認

す
る
と
「
地
域
一
斉
に
洗
浄
を
行

う
の
で
３
千
円
で
で
き
ま
す
」
と

言
わ
れ
た
の
で
依
頼
し
た
。
作
業

員
が
訪
問
し
て
き
て
台
所
の
排
水

管
を
簡
単
に
洗
浄
し
た
後
「
他
も

点
検
す
る
」
と
ト
イ
レ
、
洗
面
所
、

風
呂
場
を
頼
ん
で
も
い
な
い
の
に

勝
手
に
作
業
し「
汚
れ
が
ひ
ど
か
っ

た
の
で
別
料
金
」
と
言
わ
れ
合
計

５
万
円
請
求
さ
れ
た
。
高
額
で
納

得
い
か
な
い
の
で
支
払
い
た
く
な

い
。（
70
代
女
性
）

【
相
談
員
か
ら
】

▼
消
費
者
が
３
千
円
な
ど
低
価
格

を
強
調
し
た
チ
ラ
シ
を
見
て
排
水

管
洗
浄
を
依
頼
し
た
際
に
、
訪
問

し
た
事
業
者
が
汚
れ
具
合
や
排
水

管
の
長
さ
に
よ
り
別
途
料
金
が
か

か
る
と
、
チ
ラ
シ
に
表
示
さ
れ
た

金
額
を
上
回
る
費
用
を
請
求
し
た

り
、
勝
手
に
頼
ん
で
い
な
い
箇
所

の
作
業
を
す
る
な
ど
し
て
思
わ
ぬ

高
額
な
料
金
を
請
求
さ
れ
た
な
ど

の
事
例
が
み
ら
れ
ま
す
。

▼
排
水
管
洗
浄
の
契
約
を
き
っ
か

け
に
、
事
業
者
か
ら
更
な
る
点
検

や
別
の
作
業
を
勧
誘
さ
れ
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。
事
業
者
か
ら「
こ

の
ま
ま
で
は
大
変
な
こ
と
に
な
る
」

な
ど
と
消
費
者
の
不
安
を
あ
お
り

契
約
を
急
が
さ
れ
、
本
来
必
要
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
契
約
を
し

て
し
ま
う
事
例
も
あ
り
ま
す
。

▼
業
者
の
投
げ
込
み
チ
ラ
シ
な
ど

を
見
て
消
費
者
側
か
ら
事
業
者
に

電
話
を
か
け
て
作
業
を
依
頼
し
た

場
合
は
、
特
定
商
取
引
法
の
訪
問

販
売
に
は
該
当
せ
ず
ク
ー
リ
ン
グ・

オ
フ
が
で
き
ま
せ
ん
。
但
し
消
費

者
が
電
話
で
依
頼
し
て
い
な
い
作

業
や
工
事
に
つ
い
て
は
そ
の
場
で

勧
誘
を
受
け
契
約
し
た
こ
と
に
な

る
の
で
、
訪
問
販
売
に
該
当
す
る

可
能
性
が
あ
り
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

▼
チ
ラ
シ
な
ど
に
低
価
格
が
大
き

く
記
載
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
の
金

額
は
１
か
所
当
た
り
の
費
用
で
あ

る
こ
と
や
、
汚
れ
具
合
や
排
水
管

の
長
さ
に
よ
っ
て
費
用
が
異
な
る

な
ど
は
小
さ
な
文
字
や
目
立
た
な

い
部
分
に
記
載
さ
れ
て
い
る
ケ
ー

ス
が
み
ら
れ
ま
す
。
チ
ラ
シ
の
内

容
を
し
っ
か
り
確
認
し
、
安
さ
に

つ
ら
れ
て
安
易
に
依
頼
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
事
業
者
か
ら
排
水
管
な
ど
の
状

況
を
伝
え
ら
れ
て
も
、
う
の
み
に

せ
ず
自
分
で
も
確
認
し
た
り
事
業

者
に
十
分
な
説
明
を
求
め
、
必
要

が
な
い
契
約
は
き
っ
ぱ
り
断
り
ま

し
ょ
う
。

▼
困
っ
た
と
き
は
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
下
さ
い
。

【
１
部
】
午
前
9
時
〜
11
時
30
分

【
２
部
】
午
後
零
時
30
分
〜
２
時

※
利
用
の
際
は
事
前
に
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。
利
用
時
間
は
１
時
間

程
度
で
お
願
い
し
ま
す

●
身
体
測
定　

日 

２
月
15
日
㈪
〜
19
日
㈮
、
３

月
８
日
㈪
〜
12
日
㈮

要
申
し
込
み

●
わ
く
わ
く
制
作

「
親
子
で
ひ
な
ま
つ
り

制
作
を
楽
し
も
う
」

日 

２
月
22
日
㈪
、
24

日
㈬
〜
26
日
㈮  

要
申
し
込
み 

●
ハ
ッ
ピ
ー
タ
イ
ム 

〜
保
育
士
や
お
友
だ
ち
と

一
緒
に
遊
ぼ
う
〜

日 

３
月
４
日
㈭
午

前
10
時
30
分
〜
11

時 
要
申
し
込
み

定 
４
組

●
ち
び
っ
こ
シ
ア
タ
ー

「
ホ
ー
ル
で
映
画
気
分
を味わ

お
う
」

日 

３
月
８
日
㈪
午
前
10
時
30
分

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

馬
渡
保
育
園

　
　

森
の
ひ
ろ
ば

 　
　
　
　

 

☎（
４
８
１
）５
３
０
０

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

対
象　

市
内
在
住
の
10
人
以
上
の

グ
ル
ー
プ

※
会
場
は
各
グ
ル
ー
プ
で
ご
用
意

く
だ
さ
い

要
申
し
込
み
・
無
料

講
師　

佐
倉
市
消
費
生
活
相
談
員

内
容　

高
齢
者
を
狙
う
悪
質
商
法

の
被
害
防
止
の
た
め
の
講
座
な
ど

時
間　

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
の
間

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

開
催
日
の
約
２
か
月
前
ま
で

に
申
し
込
み
用
紙
に
記
入
の
上
、

〒
285
│

０
０
０
５
宮
前
３
―
４
―

１ 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
ミ
レ

ニ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
佐
倉
３
階
）
☎

（
４
８
３
）
３
０
１
０
（
平
日
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
）
へ

※
申
し
込
み
用
紙
は
、
自
治
人
権

推
進
課
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、

各
出
張
所
、派
出
所
、志
津
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
西
志
津
市
民

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
配
布

※
記
載
の
な
い
も
の
は
無

料
・
申
し
込
み
不
要
・
場
所

は
各
園

※
利
用
前
に
、
検
温
、
体
調

チ
ェ
ッ
ク
、
手
指
消
毒
、
大

人
の
か
た
は
マ
ス
ク
の
着
用

を
お
願
い
し
ま
す

※
長
時
間
の
ご
利
用
は
お
控

え
く
だ
さ
い

※
緊
急
事
態
宣
言
発
出
中

は
、
行
事
を
中
止
し
ま
す

※
支
援
室
を
開
放
し
て
い
ま
す
が
、

①「
ほ
や
ほ
や
ベ
ビ
ー
の
日
」と
②

「
ミ
ニ
講
座
」
の
時
間
帯
は
、
①
②

を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

●
ほ
や
ほ
や
ベ
ビ
ー
の
日「
手
形
・

足
型
ア
ー
ト
を
楽
し
も
う
」

日 

３
月
１
日
㈪
午
前
10
時
〜
11

時　

要
申
し
込
み  

定 

４
組

持 

タ
オ
ル
、
汚
れ
て
も
平
気
な

服
装

●
ミ
ニ
講
座

「
粘
土
ア
ー
ト
を
楽
し
も
う
」

日 

３
月
４
日
㈭
午
前
10
時
〜
11

時 

要
申
し
込
み  

定 

４
組

●
身
体
測
定　

日 

３
月
15
日
㈪
〜
19
日
㈮

※
申
し
込
み
不
要
で
す
が
、
状
況

に
よ
っ
て
は
、
お
待
ち
い
た
だ
く

時
間
帯
も
あ
り
ま
す

●
お
誕
生
日
の
お
祝
い

　

誕
生
月
に
は
、
手
作
り
カ
ー
ド

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

佐
倉
保
育
園

　
　

さ
く
ら
っ
こ
ひ
ろ
ば

 　
　
　
　

 

☎（
４
８
１
）１
７
４
１

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分

消
費
者
問
題
出
前
講
座

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

「
消
費
生
活
相
談
」

　

商
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
契
約
に

関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
・
消
費
生
活

に
関
す
る
疑
問

や
問
い
合
わ
せ
な
ど
、
専
門

の
相
談
員
が
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

日
時　

月
〜
金
曜
日 

午
前
９

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

問
い
合
わ
せ

　
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
☎（
４
８
３
）４
９
９
９

　

相
談
事
例
や
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
情
報
を
通
し
て
、〝
か
し

こ
い
消
費
者
〞
と
し
て
の
心

構
え
を
消
費
生
活
相
談
員
が

皆
様
の
近
く
の
会
場
に
出
向

い
て
講
座
を
行
い
ま
す
。

に
じ
い
ろ
保
育
園
佐
倉

　
　

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば

 　
　
　
　

 

☎（
３
０
９
）７
５
２
６

月
〜
金
曜
日 

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

土
曜
日 

午
前
９
時
〜
正
午

●

園
庭
開
放

※
人
数
や
時
間
を
制
限

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す

ユ
ー
カ
リ
ハ
ロ
ー
キ
ッ
ズ

　
　

ハ
ロ
ー
ベ
ビ
ー

 　
　
　
　

 

☎（
４
８
８
）３
２
４
０

月
〜
金
曜
日 

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

日 

月
〜
金
曜
日 

午
前
９
時
〜
午

後
２
時
（
園
庭
・
に
こ
に
こ
ル
ー

ム
も
可
）、
土
曜
日 

午
前
９
時
〜

正
午
（
園
庭
の
み
）

●
身
体
測
定　

日 

２
月
15
日
㈪
〜
19
日
㈮
、
３
月

15
日
㈪
〜
19
日
㈮

※
飲
み
物
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

●
ス
タ
ン
プ
遊
び
を
楽
し
も
う

日 

２
月
18
日
㈭
午
前
10
時
15
分
〜

●
お
ひ
な
さ
ま
製
作

日 

２
月
25
日
㈭
午
前
10
時
15
分
〜

●
春
の
自
然
に
触
れ

て
遊
ぼ
う

日 

３
月
17
日
㈬
午

前
10
時
15
分
〜

●
講
座
「
親
育
ち
講
座
（
親
子
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）」　

日 

２
月
22
日
㈪
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
15
分　

要
申
し
込
み

定 

３
組

●
お
ひ
な
さ
ま
を
作
ろ
う

日 

２
月
25
日
㈭ 

定 

３
組

※
室
内
同
時
利
用
は
３
組
ま
で
の

た
め
、
講
座
開
催
時
間
の
施
設
利

用
は
、
講
座
予
約
者
を
優
先
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す

〜
11
時　

要
申
し
込
み 

内 

「
ノ
ン
タ
ン
が
ん
ば
る
も
ん
」

を
上
映
し
ま
す

●
わ
く
わ
く
制
作

「
親
子
で
写
真
立
て
を
作
ろ
う
」

日 

３
月
15
日
㈪
〜
19
日

㈮　

要
申
し
込
み

児
童
虐
待
に
関
す
る
通
報

▼
児
童
青
少
年
課
（
平
日
）

☎
（
４
８
４
）
６
２
６
３

▼
佐
倉
市
役
所
（
土
・
日
・

祝
日
、
夜
間
）
☎
（
４
８
４
）

１
１
１
１
㈹

▼
千
葉
県
中
央
児
童
相
談
所

（
24
時
間
）
☎
（
２
５
２
）
１

１
５
２

安くて早い



●
早
春
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム 

２
月
27
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

（
雨
天
翌
日
） 

市
民
の
森 

３
０
０

円（
子
ど
も
２
０
０
円
） 

対 

親
子 

〆 

２
月
24
日
㈬ 

申 

問 

さ
く
ら
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー

ム
の
会
・
有
賀
℻
（
４
８
６
）
１

９
３
６

●
油
彩
・
水
彩
画
展 

３
月
９
日

㈫
〜
14
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
初
日
午
後
１
時
〜 

最
終
日

午
後
４
時
ま
で
） 

臼
井
公 

問 

白
蝶
会
・
石
山
☎（
４
６
２
）

２
７
８
１

■
家
庭
菜
園 

随
時 

江
原
地
区
な

ど 

入 

１
０
０
０
円 

費 

年
６
０

０
０
円 

問 

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
家
庭
菜
園

の
部
・
西
田
☎
０
７
０（
５
５
５

８
）３
８
８
３

■
影
絵
劇 

第
１
・
３
月
曜
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
１
時 

中
央
公 

費 

年
３
０
０
０
円 

問 

影
絵
塾
９
・
河
西
☎
℻（
４
６

３
）６
９
０
４

■
話
し
方 

第
２
・
４
火
曜
午
前

10
時
〜
正
午 

中
央
公 

費 

月
２
０

０
０
円 

問 

佐
倉
話
し
方
友
の
会
・
園
原

☎
０
９
０（
３
２
４
９
）
６
０
０

２♦
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
サ
テ
ラ
イ
ト

相
談

　

毎
月
第
２
水
曜
日
に
千
葉
県
よ

ろ
ず
支
援
拠
点
の
専
門
家
に
よ
る

個
別
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
「
新
た
に
開
業
し
て
み
た
い
」

「
今
の
会
社
で
新
規
事
業
を
起
こ

し
た
い
」な
ど
、
企
業
や
経
営
に

関
す
る
あ
ら
ゆ
る
ご
相
談
に
対
応

し
ま
す
。

日 

３
月
10
日
㈬
午
前
10
時
〜
午

後
４
時　

要
申
し
込
み
・
無
料

※
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
相
談
に
な
る

場
合
あ
り
。
要
問
い
合
わ
せ

〆 

３
月
３
日
㈬

申 

問 

産
業
振
興
課
☎（
４
８
４
）

６
１
４
５

♦
使
用
済
み
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
等

の
回
収
に
つ
い
て

　

使
用
済
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
の
回

収
、
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
搬
入
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

日 

３
月
９
日
㈫
午
前
８
時
〜
８

時
30
分 

※
希
望
者
は
要
事
前
登

録
（
締
め
切
り 

３
月
３
日
㈬
）

費 

69
円
／
㎏

対 

塩
化
ビ
ニ
ー
ル
、
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
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イ
ベ
ン
ト

サ
ー
ク
ル

　

紙
面
の
都
合
で
限
ら
れ
た
情
報
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

詳

細
は
、
主
催
者
に
問
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
ー
ク
…
日 

日
時 
場 
場
所 

内 

内
容 

入 

入
会
金 

費 

会
費 

対 

対
象 

定 

定
員 

〆 

締
め
切
り 

申 

申
し
込
み 

問 

問
い
合
わ
せ　

略
称
…
コ
ミ
セ
ン
志
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

ミ
レ
セ
ン
ミ

レ
ニ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
佐
倉 
西
志
津
ふ
れ
西
志
津
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー 

千
代
田
ふ
れ
千
代
田
・
染
井
野
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

公
公

民
館 

市
美
市
立
美
術
館 

音
ホ
市
民
音
楽
ホ
ー
ル 

市
体
市
民
体
育

館 

西
福
セ
ン
西
部
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 
岩
運
岩
名
運
動
公
園 　

佐
倉
瓦
版

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、各種イベントが中止・延期となる場合があります。参加にあたっては、主催者へお問い合わせの
上、ご参加くださいますようお願いいたします。【２月２日現在】

■
申
し
込
み
方
法

 

「
こ
う
ほ
う
佐
倉 

佐
倉
瓦
版
掲

載
申
込
書
」
に
記
入
し
、
提
出
。

【
申
込
書
】

　

各
公
民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
配
布
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）。

【
提
出
先
】

　

市
の
施
設
を
会
場
と
し
て
使

用
す
る
場
合
は
、
そ
の
施
設
の

窓
口
へ
提
出
。

　

そ
れ
以
外
は
、
持
参
・
郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
で
広
報
課
へ
（
Ｅ

メ
ー
ル
不
可
）。

■
締
め
切
り

　

掲
載
希
望
号
の
１
か
月
前
の

15
日
（
土
日
祝
日
の
場
合
は
、

そ
の
前
の
平
日
・
必
着
）。

■
回
数

　

１
団
体
に
つ
き
、「
催
し
」、

「
サ
ー
ク
ル
」
合
わ
せ
て
年
度

内
（
４
月
〜
翌
年
３
月
）
４
回

ま
で
。

■
文
字
数
・
内
容

　

１
０
０
字
以
内（
１
０
０
字

以
内
で
も
、
記
載
内
容
の
統
一

的
な
表
記
な
ど
で
記
入
事
項
の

一
部
に
つ
い
て
割
愛
す
る
場
合

あ
り
）。

※
「
第
○
回
」、「
初
心
者
歓
迎
」、

「
持
ち
物
」な
ど
の
補
足
的
な
内

容
は
掲
載
不
可

※
別
団
体
で
も
代
表
者
が
同
じ

場
合
な
ど
は
、
掲
載
回
数
を
制

限
す
る
こ
と
も
あ
り

■
掲
載
で
き
な
い
も
の

▼
活
動
場
所
が
市
外
の
も
の 

▼

営
利
団
体
の
活
動
・
営
利
目
的

の
も
の 

▼
政
治
・
宗
教
団
体
の

活
動 

▼
売
名
行
為
と
考
え
ら
れ

る
も
の 

▼
会
員
相
互
間
の
連
絡 

※
こ
の
ほ
か
の
基
準
や
詳
細
に

つ
い
て
は
、
申
込
書
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

広
報
課

☎
（
４
８
４
）
６
１
０
１

℻
（
４
８
６
）
８
７
２
０

「
佐
倉
瓦
版
」掲
載
基
準

　
　
　

短　
　
　

歌　
　
　
　

川　

上　
　
　

三　

郎　
　
　

  

選

　
　
　

俳　
　
　

句　
　
　
　

内　

 

海　
　
　

良　

 

太　
　
　

選

　
　
　

川　
　
　

柳　
　
　
佐
倉
市
シ
ル
バ
ー 

川
柳
同
好
会　
　
　

選  

▼
毎
月
５
日
締
め
切
り（
消
印
有
効
）。
翌
月
15
日

号
掲
載
。
投
稿
は
未
発
表
の
作
品
で
、
俳
句
・
短
歌
・

川
柳
の
い
ず
れ
か
１
分
野
に
限
る
。
は
が
き
に
作
品

【
俳
句
は
１
人
２
句
。
短
歌
・
川
柳
は
１
人
２
首（
句
）

ま
で
】・
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
を
か
い
書

で
明
記
し
て
、
〒
285
│

８
５
０
１
海
隣
寺
町
97 

佐
倉

市
役
所
広
報
課
へ
。 

※
投
稿
作
品
は
、
選
者
が
添

削
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

ぶ
んげ

い

抽
斗
の
奥
よ
り
出
づ
る
古
ノ
ー
ト
若
き
日
の
思も

ひ
気
振
り
た
ち
た
り

佐
藤　

和
子
（
ユ
ー
カ
リ
が
丘
）

評　

触
れ
な
か
っ
た
机
の
奥
を
整
理
さ
れ
た
か
、
古
い
ノ
ー
ト
と
詠
ま
れ
る
な

か
に
若
き
日
の
想
い
が
よ
み
が
え
り
、
歳
を
重
ね
た
明
日
へ
の
希
望
の
源
が
。

農
道
の
無
人
の
店
の
冬
野
菜
み
ど
り
・
し
ろ
・
あ
か
み
ん
な
い
き
い
き

内
田　

恒
子
（
江
原
台
）

元
旦
の
座
敷
に
差
し
込
む
陽
の
光
昨
日
に
く
ら
べ
ず
っ
と
明
る
く

山
影　

初
子
（
城
内
町
）

三
日
月
と
金
星
寄
り
添
い
輝
け
ば
思
い
懐
か
し
夫
と
居
た
日
々

半
田　

徳
子
（
大
蛇
町
）

姉
兄
が
育
ち
し
遠
き
ふ
る
さ
と
よ
輝
く
白
き
峰
の
樺
太小

岩　

光
子
（
上　

座
）

カ
プ
セ
ル
は
夜
空
に
一
線
輝
き
て
は
や
ぶ
さ
２
の
偉
業
に
感
激

中
村　

真
理
（
坂　

戸
）

他
愛
な
い
喧
嘩
の
後
の
鯛
焼
は
頭
は
私
尻
尾
は
夫
に

後
出
田
津
子
（
岩　

名
）

絶
壁
に
生
き
た
子
ヤ
ギ
の
新
天
地
ま
だ
逢
い
行
け
ぬ
コ
ロ
ナ
う
ら
め
し

沢
田　

泰
訓
（
本　

町
）

節
分
に
鬼
も
逃
げ
だ
す
コ
ロ
ナ
か
な　
　
　
　
　

茂
利　
　

晃
（
中
志
津
）

大
丈
夫
高
齢
社
会
に
ロ
ボ
ッ
ト
居
る　
　
　
　

里
見　

忠
男
（
八
幡
台
）

日
々
測
る
コ
ロ
ナ
不
安
は
い
つ
終
わ
る　
　
　

土
方
喜
久
枝
（　

城　

）

番
犬
と
呼
ば
れ
し
君
も
家
の
中　
　
　
　
　
　

佐
藤　

恵
子
（
王
子
台
）

も
う
少
し
生
か
せ
て
下
さ
い
我
傘
寿　
　
　
　

佐
藤　

富
秋
（
将
門
町
）

千
年
の
歌
に
連
な
り
年
暮
る
る　
　
　
　
　
　

大
谷　
　

照
（
臼
井
台
）

評　

俳
句
の
ル
ー
ツ
は
和
歌
、
連
歌
に
遡
る
。
大
袈
裟
に
言
え
ば
我
々
俳
句

愛
好
者
は
千
年
以
上
も
続
く
日
本
の
詩
歌
文
芸
の
一
端
に
連
な
っ
て
い
る
。

カ
ラ
ヤ
ン
の
古
レ
コ
ー
ド
と
年
送
る　
　
　
　

横
山　

凖
一
（
王
子
台
）

ま
た
同
じ
薔
薇
の
表
紙
の
日
記
買
ふ　
　
　
　

鈴
木
美
根
子
（
白　

銀
）

一
つ
づ
つ
心
と
と
の
ふ
年
の
暮　
　
　
　
　
　

仲
沢　

智
子
（
染
井
野
）

煎
り
あ
げ
し
百
の
命
よ
田
作
り
よ　
　
　
　
　

大
越　
　

清
（
藤
治
台
）

終
電
と
始
発
の
あ
は
ひ
去
年
今
年　
　
　
　
　

戸
塚
伊

雄
（
染
井
野
）

餅
花
や
面
会
謝
絶
の
玄
関
に　
　
　
　
　
　
　

田
上　

愛
子
（
鏑
木
町
）

頬
叩
き
耳
刺
す
ほ
ど
の
凍
て
し
風　
　
　
　
　

佐
々
木　

宏（
ユ
ー
カ
リ
が
丘
）

白
息
の
届
か
ぬ
距
離
の
立
ち
話　
　
　
　
　
　

金
原　

恵
子
（
田　

町
）

晩
年
や
枯
野
に
幾
多
の
岐
れ
路　
　
　
　
　
　

田
島　

淳
子
（
白　

銀
）

使
ひ
初
む
義
歯
の
役
目
は
咀
嚼
な
り　
　
　
　

板
山　

公
彦
（
山　

王
）

猿
山
の
ボ
ス
の
孤
独
や
冬
深
し　
　
　
　
　
　

渡
辺
由
季
江
（
中
志
津
）

※
土
を
十
分
に
除
去
し
、
決
め
ら

れ
た
梱
包
形
態
で
お
願
い
し
ま
す

※
詳
細
は
要
問
い
合
わ
せ

申 

問 

Ｊ
Ａ
千
葉
み
ら
い
佐
倉
四

街
道
営
農
セ
ン
タ
ー
☎（
４
８
５
）

６
１
８
８

◆
自
衛
官
募
集

【
幹
部
候
補
生
】 

▼
一
般（
大
卒
程
度
）
…
22
歳
〜

26
歳
未
満（
20
歳
〜
22
歳
未
満
は

大
卒（
見
込
み
含
む
）、
修
士
課

程
修
了
者
等
（
見
込
み
含
む
）
は

28
歳
未
満
） 

▼
一
般（
院
卒
程
度
）
…
修
士
課

程
修
了
者
等（
見
込
み
含
む
）で
、

20
歳
〜
28
歳
未
満 

▼
歯
科
…
専
門
の
大
卒（
見
込
み

含
む
）で
、
20
歳
〜
30
歳
未
満

▼
薬
剤
科
…
専
門
の
大
卒（
見
込

み
含
む
）で
、
20
歳
〜
28
歳
未
満

〆 

３
月
１
日
㈪
〜
４
月
28
日
㈬ 

試
験
日 

５
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

【
医
科
・
歯
科
幹
部
】

対 
医
科
・
歯
科
医
師
の
免
許
取

得
者 

〆 

６
月
11
日
㈮ 

試
験
日 

６
月
25
日
㈮

【
予
備
自
衛
官
補
】

対 

▼
一
般
…
18
歳
〜
34
歳
未
満 

▼
技
能
…
18
歳
以
上
で
国
家
免
許

資
格
等
を
有
す
る
か
た 

〆 

４
月
９
日
㈮ 

試
験
日 

４
月
17
日
㈯
〜
21
日
㈬

の
い
ず
れ
か
１
日 

問 

自
衛
隊
千
葉
地
方
協
力
本
部 

成
田
地
域
事
務
所
☎
０
４
７
６

（
２
２
）６
２
７
５

◆
こ
う
ほ
う
佐
倉
を「
デ
ジ
タ
ル

配
信
」を
し
て
い
ま
す

　
「
こ
う
ほ
う
佐
倉
」
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル

掲
載
に
加
え
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ（
二
次
元
コ
ー
ド
よ
り
）

を
利
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
配
信
を

行
っ
て
い
ま
す
。

マ
チ
イ
ロ
ア
プ
リ（
電
子
書
籍
版
）

（https://m
achiiro.

town/

）

※
利
用
無
料
・
通
信

料
は
自
己
負
担

問 

広
報
課
☎（
４
８
４
）
６
１
０

１

お
知
ら
せ

【
補
助
の
要
件
】

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
か
た 

▼
市
内
在
住 

▼
機
器
の
設
置
場
所
が
あ
る 

▼
処
理
さ
れ
た
物
を
自
ら
の
責

任
で
処
理
で
き
る 

※
市
の
取
扱
指
定
店（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
参
照
）
で
購
入
手
続

き
が
必
要
で
す

【
補
助
対
象
機
器
】

❶
コ
ン
ポ
ス
ト（
生
ご
み
の
堆

肥
化
容
器
）
❷
発
酵
菌
に
よ
る

生
ご
み
減
容
器 

❸
電
気
式
生

ご
み
処
理
機

【
補
助
金
額
】（
１
基
あ
た
り
）

❶
❷ 

購
入
価
格
（
税
抜
き
）
の

３
分
の
１
（
１
０
０
円
未
満
切

り
捨
て
）
ま
た
は
２
千
円
の
い

ず
れ
か
少
な
い
額

※
年
度
内
１
世
帯
２
基
ま
で

❸
購
入
価
格（
税
抜
き
）
の
４

分
の
１（
１
０
０
円
未
満
切
り

捨
て
）
ま
た
は
１
万
円
の
い
ず

れ
か
少
な
い
額

※
年
度
内
１
世
帯
１
基
ま
で

【
手
続
き
方
法
】

　

購
入
時
に
印
鑑
と
免
許
証
な

ど
の
住
所
・
氏
名
を
確
認
で
き

る
も
の
を
取
扱
指
定
店
に
持
参

し
、
備
え
付
け
の
書
類
を
作
成

し
て
く
だ
さ
い
。
補
助
金
相
当

額
を
控
除
し
た
金
額
で
購
入
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

廃
棄
物
対
策
課

☎（
４
８
４
）６
１
４
９

取
り
扱
い
指
定
店
で
、
購
入
時
に
申
請
が
必
要
で
す

生
ご
み
処
理
機
器
の
購
入
を
補
助
し
ま
す
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古紙再生紙
植物油インキ使用

カンの収集日 ビンの収集日

2/16㈫ 2/23
（火・祝）

うめたてごみ

２/18㈭
金属類・
小型家電
2/25 ㈭

人口のうごき ※（ ）内は前月からの増減
佐倉地区 13,403世帯（-33） 28,060 人 （-65）
臼井地区 13,872世帯（+19） 30,186 人 （+9）
志津地区 33,631世帯（+34） 76,077 人 （+7）
根郷地区 11,832世帯（+12） 25,540 人 （-7）
和田地区 768世帯 （+1） 1,720 人 （-3）
弥富地区 716世帯 （-4） 1,510 人 （-7）
千代田地区 4,281 世帯 （+1） 10,458 人 （-2）
計 78,503世帯（+30） 173,551 人 （-68）

<令和 3年 1月末現在>

出生 62人 死亡 181 人 転入等 435人 転出等 384 人
男 85,537 人 女 88,014 人 （うち外国人住民 3,801 人）

市政へのご意見を
ファクス・電子メールでも受け付けています。

メールアドレス hisyo@city.sakura.lg.jp
FAX 043（484）5151（市長室直通）

2021 年（令和 3年）2月 15 日〈1351 号〉 イベント情報 ほか　8

休日の 各種証明書 交付場所
◉市役所・志津出張所
 【第２・４日曜】８：30～ 17：15

住民票、印鑑登録証明書、戸籍の証明書、税証明書
◉市民サービスセンター（佐倉・西志津）
 【土・日曜】９：00～ 17：00（祝日除く）
住民票、印鑑登録証明書、戸籍の全部・個人・一
部事項証明
◉自動交付機（佐倉市役所・臼井情報コーナー・
ユーカリが丘出張所）
 【土曜】９：00～ 17：00（祝日除く）
住民票（改製前・除票は不可）、印鑑登録証明書

問佐倉市役所 ☎（484）1111（代）

高齢者に関するご相談は  最寄りの

地域包括支援センターへ
志津北部　☎（462）9531
志津南部　☎（460）7700
臼井・千代田　☎（488）3731
佐　倉　　☎（488）5151
南　部　　☎（483）5520

午前８時 30分～午後 5時 30分（土祝除く）
緊急時は時間外も電話で対応〈無料〉問広報課  映像・メディア推進班☎（484）6206

地上デジタル10 ch・デジタルCATV301ch

 ケーブルテレビで市政情報をお届けします！

【2月の番組スケジュール】

15日㈪～ 21日㈰
生きがいを求めて

～佐倉市民カレッジ卒業生の
竹垣整備～

22日㈪～ 28日㈰ 佐倉の橋あれこれ（再放送）

▶番組の一部を YouTube 佐倉市公
　式チャンネルでもご覧いただけます。
　http://www.youtube.com/user/
　TheSakuraCity

■放送時間
毎日 放送
13：00～
17：00～
22：00～
（各 20分）

休日当番医テレホンサービス
☎（484）2516

日曜・祝日・年末年始（12/29 ～ 1/3）
8：30～ 22：00（自動音声による案内）
昼間の内科・外科・歯科、夜間の外科を案内

※休日当番医は市ホームページでお知らせしています

小児初期急病診療所（健康管理センター内）
☎（485）3355  ※小児内科のみ
毎夜間  受付 19：00～翌朝 5：45

【日曜・祝日・年末年始（12/29 ～ 1/3）は、
上記のほかに、9：00～ 16：45も受付】　

休日夜間急病診療所（健康管理センター内）
 ☎（239）2020

日曜・祝日・年末年始（12/29 ～ 1/3）
受付 19：00～ 21：45　内科・歯科

休日・夜間の水漏れは
24 時間受付・年中無休（緊急連絡）

休日の急病は
（受診の際は保険証をご持参ください）

☎（485）8660（佐倉市管工事組合）

　市からのお知らせなどを動画でお届けする「さく
ら動画配信（佐倉市公式YouTube チャンネル ）」（上
記二次元コードから）。
　崖の上のヤギとして知られる「ポニョ」の様子や、
持ち帰りができる市内の飲食店も紹介しています。

問広報課☎（484）6206

崖の上のヤギ「ポニョ」

　２月で１歳を迎えました 休館日　第２・４月曜日（祝日の場合は、その翌日）

午
後
２
時
開
演

土

２
月
27
日

A
席
3
5
0
0
円 

B
席
3
1
0
0
円

学
生
2
6
0
0
円

※
曲
目
・
曲
順
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
、
公
演
延
期
・
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新
の
情
報
は
、市
民
音
楽
ホ
ー
ル
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
（
常
時
マ

ス
ク
の
着
用
、
検
温
、
手
指
の
消
毒
な
ど
）

※
チ
ケ
ッ
ト
予
約
の
詳
細
は
、
佐
倉
市
民
音
楽
ホ
ー
ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

●
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
／
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ

第
15
番
ハ
長
調

●
F
・
リ
ス
ト
（
H
・
ル
ニ
エ
編
）／
愛

の
夢

●
C
・
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
／
月
の
光
〜
ベ
ル

ガ
マ
ス
ク
組
曲
よ
り
〜 

ほ
か

〒285－ 0837 佐倉市王子台1－ 16☎（461）6221
http://www.city.sakura.lg.jp/sakura/ongaku-hall/

吉野直子ハープ・リサイタル

©Akira Muto

出
発
日　

３
月
27
日
㈯

費
用　

無
料

　

B.B.BA
SE

の
乗
車
運
賃
な
ら
び
に
現
地
サ
イ
ク
ル
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
の
参
加
費
は
無
料
で
す
。
現
地
で
の
飲
食
な

ど
に
か
か
る
費
用
は
、
参
加
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

参
加
条
件

①
参
加
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
、
必
ず
答
え
て
い
た
だ
け

　

る
か
た
。

②B.B.BA
SE

に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
て
い
た
だ   

   

け
る
か
た
。

③B.B.BA
SE

搭
載
可
能
な
自
転
車
を
お
持
ち
の
か
た
。

④
高
校
生
以
下
の
か
た
は
、
保
護
者
同
伴
に
限
り
ま
す
。

定
員　

60
人
（
先
着
順
）
※
30
人
は
サ
イ
ク
ル
ガ
イ
ド
の

ツ
ア
ー
に
参
加
で
き
ま
す

▼
サ
イ
ク
ル
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
（
上
記
①
〜
③
）

各
ツ
ア
ー
は
、
午
前
と
午
後
、
各
５
人
で
実
施

※
サ
イ
ク
ル
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
参
加
し
な
い
か
た
は
、
帰

り
の
電
車
の
時
刻
ま
で
フ
リ
ー
で
す

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
定
員

を
見
直
す
場
合
が
あ
り
ま
す

申
し
込
み　

参
加
希
望
者
全
員
の
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、

電
話
番
号
、
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
、
Ｅ
メ
ー
ル
（

sangyo
shinko

@
city.sakura.lg.jp

)

に
記
載

※
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
希
望
の
か
た
は
、上
記
①
〜
③
と
午
前・

午
後
の
い
ず
れ
か
を
記
載
（
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
）

JR
佐
倉
発
「B

.B
.B
A
S
E
 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

モ
ニ
タ
ー
ラ
イ
ド
」
催
行
決
定

自
転
車
好
き
の
皆
さ
ん 

お
待
た
せ
し
ま
し
た
！

　

JR
東
日
本
千
葉
支
社
と
佐
倉
市
で
タ
イ
ア
ッ
プ
し

た
、
自
転
車
を
載
せ
ら
れ
る
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
夢
列
車

「B.B.BA
SE

」
が
、
佐
倉
発
で
両
国
（
東
京
）
に
初
め
て

向
か
い
ま
す
。
見
ど
こ
ろ
い
っ
ぱ
い
の
都
心
部
を
、
自
分

の
自
転
車
で
気
軽
に
廻
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

サ
イ
ク
ル
ガ
イ
ド
と
一
緒
に
、
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
を

廻
る
ツ
ア
ー
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

３/２７
㊏

【
行
き
】

JR
両
国
駅

【
帰
り
】

JR
佐
倉
駅

17
時
22
分
頃
着

８
時
53
分
頃
着

７
時
56
分
頃
発

16
時
25
分
頃
発

現地では、フリーライドまたは
　ガイドツアー（左記）をお楽しみください

〈
サ
イ
ク
ル
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
〉

※
所
要
時
間 

約
２
〜
３
時
間

ツ
ア
ー
①　

墨
田
区
の
職
人
と
北
斎

　
　
　
　
　

の
浮
世
絵
を
め
ぐ
る
文

　
　
　
　
　

化
深
掘
り
ツ
ア
ー

ツ
ア
ー
②　

古
き
良
き
下
町
を
体
感

　
　
　
　
　

す
る
食
べ
歩
き
ツ
ア
ー

ツ
ア
ー
③　

墨
田
で
し
か
撮
れ
な

　
　
　
　
　

い
！ 

イ
ン
ス
タ
映
え     
                

ツ
ア
ー

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

モ
ニ
タ
ー
ラ
イ
ド 

行
程

B.B.BASE

B.B.BASE

自由席

自由席

参加者
 募集中

問
い
合
わ
せ　
産
業
振
興
課
☎
（
４
８
４
）
６
１
４
６

自転車を
  載せられる電車

JR
両
国
駅

JR
佐
倉
駅

　１歳を迎えて、草ぶえの丘にいるほかのヤギと
も、だいぶ仲良くなりました。
　体も随分大きくなって、ますます元気いっぱい！
ポニョのかわいい仕草に癒されること間違いなし。

令和 2年 8月 令和 3年 1月

生きがいを求めて ～佐倉市民カレッ
ジ卒業生の竹垣整備～


